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関
西
大
学
国
文
学
会
彙
報

一
、
平
成
30
年
度
関
西
大
学
国
語
国
文
学
専
修
年
間
行
事
（
一
部
予
定
）

平
成
30
年
5
月
10
日
㈭　

二
年
次
生
飛
鳥
臨
地
研
修

　
　
　
　

7
月
28
日
㈯　

第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
後
掲
）

　
　
　
　

10
月
23
日
㈫
～
24
日
㈬　

三
年
次
生
宿
泊
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於 

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
高
岳
館
）

　
　
　
　

11
月
29
日
㈭　

院
生
合
同
学
術
研
究
会

　
　
　
　

12
月
8
日
㈯　

第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
お
よ
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
登
朗
教
授
古
稀
記
念
特
別
講
演
会（
後
掲
）

平
成
31
年
1
月
26
日
㈯　

第
一
回
プ
レ
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

3
月
16
日
㈯　

第
二
回
プ
レ
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

3
月
22
日
㈮　

新
二
年
次
生
対
象
専
修
別
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
文
学
会
主
催
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
併
催
）

二
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

日　
　

時　

平
成
三
十
年
七
月
二
十
八
日
㈯
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

会　
　

場　

文
学
部
第
一
学
舎　

第
一
号
館　

Ａ
三
○
一
会
議
室

研
究
発
表

　

 「
国
宝
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
第
一
巻
「
山
崎
長
者
巻
」
に
関
す
る

一
考
察
」 

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程　

大
西　

春
香

　

 「
近
世
初
期
に
み
る
漢
字
字
体
規
範
の
研
究

　
　

―
「
節
用
集
」
を
資
料
に
―
」

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

徐　
　

茂
峰

　
「
類
義
語
と
の
関
係
か
ら
見
た
コ
ノ
ゴ
ロ
の
変
遷
」

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

山
際　
　

彰

講　
　

演

　
「
話
芸
と
日
常
会
話
の
接
点
」     

本
学
教
授　

日
高　

水
穂

＊
台
風
12
号
の
接
近
に
よ
る
暴
風
警
報
発
令
に
よ
り
途
中
終
了
。
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◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

日　
　

時　

平
成
三
十
年
十
二
月
八
日
㈯
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

会　
　

場　

文
学
部
第
一
学
舎　

第
一
号
館　

Ａ
三
○
一
会
議
室

研
究
発
表

　
「『
夜
の
鶴
』
最
終
章
段
を
め
ぐ
っ
て
」

 
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

瀧
倉　

朋
世

　
「
熊
野
信
仰
圏
の
父
・
母
・
子

　
　

―
イ
ザ
ナ
ミ
・
五
衰
殿
女
御
譚
を
め
ぐ
っ
て
―
」

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

小
川　

路
世

　

 「
遠
藤
周
作
「
砂
の
城
」
論

　
　

―
リ
ル
ケ
「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」

 

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程　

板
野　
　

楓

　
「「
い
ち
や
づ
け
」
の
語
史
」

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

山
口　

龍
輝

講　
　

演

　
「
伊
勢
物
語
と
平
安
貴
族
の
生
活
―
束
縛
・
情
熱
・
憂
愁
―
」

 

本
学
教
授　

山
本　

登
朗

                                                

三
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会 

発
表
要
旨

　

な
お
、
成
稿
し
、
本
号
に
掲
載
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
七
月
二
十
八
日
）

研
究
発
表

「 

国
宝
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
第
一
巻
「
山
崎
長
者
巻
」
に
関
す
る

一
考
察
」 

大
西　

春
香

　

国
宝
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
は
十
二
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
社
寺
縁
起

絵
巻
の
一
つ
で
あ
る
。
三
巻
に
仕
立
て
ら
れ
た
こ
の
絵
巻
に
は
、
信
貴
山

中
の
寺
に
籠
り
毘
沙
門
天
を
勧
請
し
て
様
々
な
奇
瑞
を
行
っ
た
、
修
行
僧

命
蓮
（
生
没
年
未
詳
）
に
関
す
る
説
話
が
描
か
れ
て
い
る
。
奈
良
県
生
駒

郡
に
あ
る
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
が
所
蔵
し
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）

年
六
月
九
日
に
国
宝
指
定
さ
れ
た
。
現
在
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
し

て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
国
宝
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
三
巻
の
う
ち
、
主
に
第
一

巻
「
山
崎
長
者
巻
」
を
取
り
上
げ
る
。
第
一
巻
に
は
、
長
者
が
布
施
を
忘

れ
て
倉
に
仕
舞
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
鉢
が
突
然
、
倉
を
載
せ
て
命
蓮
の
元

へ
飛
ん
で
行
き
、
長
者
一
行
が
命
蓮
に
倉
を
返
す
よ
う
頼
む
と
、
命
蓮
は
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倉
の
み
を
留
め
置
き
、
中
身
の
米
俵
は
全
て
長
者
宅
へ
飛
ば
し
返
す
場
面

が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
一
に
、
三
巻
仕

立
て
の
意
義
に
着
目
し
、
と
く
に
第
一
巻
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
巻

で
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
。
第
一
巻
に
お
い
て
、
命
蓮
が
倉
の
み
を
留
め

置
い
た
こ
と
は
、
在
家
で
あ
る
須
達
長
者
の
寄
進
譚
を
先
行
事
例
と
し
て

複
数
の
例
を
確
認
し
た
よ
う
に
、
在
家
か
ら
命
蓮
に
寄
進
さ
れ
た
堂
舎
を

意
味
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
命
蓮
が
長
者
に
米
俵
を
返
し
た
理

由
は
、
戒
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
食
料
の
備
蓄
を
嫌
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

こ
こ
に
命
蓮
の
仏
教
者
と
し
て
の
真
摯
な
態
度
を
読
み
取
る
。
し
た
が
っ

て
、
第
一
巻
は
在
家
の
善
知
識
と
し
て
仏
道
を
す
す
め
る
命
蓮
と
、
命
蓮

に
よ
っ
て
功
徳
を
得
る
在
家
を
語
る
一
巻
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
第
二
巻
「
延
喜
加
持
巻
」
は
命
蓮
に
よ
る
帝
の

病
気
平
癒
を
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
在
家
の
民
衆
を
対
象
と
す
る
命
蓮

の
教
化
を
語
っ
た
第
一
巻
と
、一
対
と
な
る
一
巻
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

そ
し
て
、
命
蓮
の
姉
で
あ
る
尼
が
登
場
し
、
東
大
寺
の
廬
舎
那
仏
が
印
象

的
に
描
か
れ
る
第
三
巻
「
尼
公
巻
」
に
お
い
て
は
、
仏
堂
修
行
者
と
尼
に

な
っ
た
女
性
親
族
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
が
、
国
宝
『
信
貴
山
縁

起
絵
巻
』
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
と
く
に
い
え
ば
院
政
期
以
降
に
多
数
作

成
さ
れ
た
、
高
僧
伝
と
の
共
通
性
を
確
認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
二
に
、
詞
書
が
ま
っ
た
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
第
一
巻
「
山
崎
長
者

巻
」
の
詞
書
が
、
第
二
巻
「
延
喜
加
持
巻
」
の
詞
書
冒
頭
五
行
に
見
え
る

点
に
着
目
す
る
。
第
二
巻
詞
書
冒
頭
五
行
は
、
明
ら
か
に
第
一
巻
巻
末
の

内
容
を
示
し
て
お
り
、
第
二
巻
で
語
ら
れ
る
内
容
で
は
な
い
。
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
詞
書
が
第
二
巻
冒
頭
に
存
在
す
る
の
か
は
疑
問
だ
が
、
第
二
巻
詞

書
冒
頭
五
行
の
存
在
に
よ
り
、
現
在
は
詞
書
が
欠
落
し
て
い
る
第
一
巻
に

も
、
か
つ
て
は
詞
書
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

「 

近
世
初
期
に
み
る
漢
字
字
体
規
範
の
研
究
―
「
節
用
集
」
を
資
料

に
―
」 

徐　
　

茂
峰

（
本
号
掲
載
）

　
「
類
義
語
と
の
関
係
か
ら
見
た
コ
ノ
ゴ
ロ
の
変
遷
」 

山
際　
　

彰

　

本
発
表
で
は
、
上
代
～
近
代
に
わ
た
っ
て
近
過
去
を
表
す
語
彙
の
中
心

的
な
位
置
を
担
っ
て
き
た
コ
ノ
ゴ
ロ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
次
の
点
に
つ

い
て
述
べ
た
。

（
一
）
コ
ノ
ゴ
ロ
は
、
使
用
頻
度
の
高
さ
と
使
用
範
囲
の
広
さ
の
点
か

ら
上
代
の
時
点
で
す
で
に
近
過
去
を
表
す
語
彙
の
中
で
中
心
的
な
位

置
を
占
め
、
そ
れ
が
近
代
ま
で
続
く
。

（
二
）
コ
ノ
ゴ
ロ
は
上
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
意
味
・
用
法
に
縮
小
を
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見
せ
る
。
し
か
し
、
類
義
語
よ
り
も
そ
の
変
化
幅
は
小
さ
く
、
時
代

を
ま
た
い
で
安
定
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
上
代
～
近
代
に
お
け
る
用
例
調
査
か
ら
、
コ
ノ
ゴ
ロ
は
各
時
代

の
類
義
語
と
比
べ
て
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
資
料
に
用
い
ら
れ
、
か
つ
使
用

頻
度
も
極
め
て
高
い
状
態
が
続
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。続
い
て
意
味
・

用
法
に
つ
い
て
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
縮
小
を
見
せ
る
も
の
の
、
そ
の
度

合
い
が
低
い
こ
と
か
ら
類
義
語
が
衰
退
し
て
い
く
中
で
も
コ
ノ
ゴ
ロ
は
使

わ
れ
続
け
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

意
味
の
面
で
は
、古
く
は
近
過
去
（
現
代
の
「
近
頃
」「
最
近
」
に
相
当
）・

近
未
来
（
現
代
の
「
近
い
う
ち
」「
近
日
」
に
相
当
）・
回
想
現
在
（
現
代

の
「
今
時
分
」
に
相
当
）
の
三
つ
の
意
味
が
見
ら
れ
た
が
、
近
過
去
が
中

心
で
あ
り
続
け
た
こ
と
、
近
未
来
や
回
想
現
在
の
意
味
は
そ
れ
に
代
わ
る

類
義
語
の
出
現
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
を
述
べ
た
。
近
過
去

以
外
の
二
つ
の
意
味
は
、
特
に
近
世
以
降
に
激
減
す
る
が
、
こ
れ
に
は
文

脈
に
よ
る
多
義
的
な
解
釈
よ
り
も
一
意
的
な
解
釈
の
方
が
好
ま
れ
る
よ
う

な
、
近
代
に
お
け
る
論
理
的
思
考
の
醸
成
が
関
わ
っ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ

る
も
の
だ
と
し
た
。

　

用
法
の
面
で
は
、
先
行
研
究
で
現
代
の
コ
ノ
ゴ
ロ
は
専
ら
時
間
帯
を
表

す
と
さ
れ
る
が
、
近
代
以
前
に
は
あ
る
一
時
点
を
も
指
し
得
た
こ
と
、
し

か
し
そ
の
割
合
は
一
貫
し
て
低
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
、
類
義
語
で
あ
る

コ
ノ
ホ
ド
や
コ
ノ
ヂ
ュ
ウ
と
の
比
較
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
コ
ノ

ホ
ド
や
コ
ノ
ヂ
ュ
ウ
は
中
世
後
期
～
近
世
に
は
コ
ノ
ゴ
ロ
に
匹
敵
す
る
ほ

ど
の
高
い
使
用
頻
度
を
誇
る
が
、
口
頭
語
的
性
格
が
強
い
た
め
に
近
代
に

は
衰
退
し
、
漢
語
語
彙
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
。

講　
　

演

　
「
話
芸
と
日
常
会
話
の
接
点
」 

日
高　

水
穂

　

江
戸
落
語
と
上
方
落
語
と
い
う
東
西
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
席
空
間
で
育
ま
れ

た
話
芸
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
好
ま
れ
る
笑
い
の
タ
イ
プ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
が
反
映
し
て
い
る
。

　

江
戸
落
語
の
主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
与
太
郎
（
無
知
で
天
真
爛

漫
）、八
五
郎
（
そ
そ
っ
か
し
く
早
合
点
、無
学
だ
が
口
達
者
）、熊
五
郎
（
軽

薄
で
向
こ
う
見
ず
）
は
、同
じ
演
目
に
共
演
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、上
方
落
語
特
有
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
喜
六（
そ
そ
っ

か
し
く
天
真
爛
漫
）
と
清
八
（
喜
六
の
兄
貴
分
で
し
っ
か
り
者
）
は
、
同

じ
演
目
に
コ
ン
ビ
で
登
場
す
る
こ
と
が
多
く
、
あ
た
か
も
漫
才
の
ボ
ケ
と

ツ
ッ
コ
ミ
の
よ
う
な
軽
妙
な
掛
け
合
い
を
成
す
。

　

江
戸
落
語
は
、
強
烈
な
奇
人
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
引
き
起
こ
す
奇
想
天
外

な
ス
ト
ー
リ
ー
が
オ
チ
に
向
か
っ
て
展
開
し
て
い
く
の
に
対
し
、
上
方
落

語
は
、
ア
ホ
（
ボ
ケ
役
）
と
カ
シ
コ
（
ツ
ッ
コ
ミ
役
）
の
掛
け
合
い
自
体
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が
お
も
し
ろ
く
、会
話
に
よ
る
ふ
ざ
け
合
い
の
連
続
に
よ
っ
て
展
開
す
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
江
戸
落
語
の
「
時
そ
ば
」
と
上
方
落
語
の
「
時
う
ど

ん
」
を
み
て
み
る
。

　

江
戸
落
語
の
「
時
そ
ば
」
は
、
一
人
目
の
男
と
そ
ば
屋
Ａ
と
の
や
り
と

り
、
二
人
目
の
男
の
独
言
、
二
人
目
の
男
と
そ
ば
屋
Ｂ
と
の
や
り
と
り
の

三
つ
の
場
面
で
展
開
す
る
が
、
一
人
目
の
男
の
そ
ば
屋
を
ほ
め
あ
げ
る
口

調
の
な
め
ら
か
さ
が
聞
き
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
二
人
目
の
男
が
そ
ば
屋
を
ほ

め
よ
う
と
し
て
こ
と
ご
と
く
失
敗
す
る
の
が
笑
い
ど
こ
ろ
と
な
る
。

　

上
方
落
語
の
「
時
う
ど
ん
」
は
、廓
の
ひ
や
か
し
帰
り
の
二
人
の
男
（
喜

六
・
清
八
）
の
や
り
と
り
か
ら
始
ま
り
、
清
八
と
う
ど
ん
屋
Ａ
と
の
や
り

と
り
、
喜
六
・
清
八
の
や
り
と
り
、
喜
六
と
う
ど
ん
屋
Ｂ
と
の
や
り
と
り

と
展
開
す
る
な
か
で
、
喜
六
と
清
八
、
清
八
と
う
ど
ん
屋
Ａ
、
喜
六
と
う

ど
ん
屋
Ｂ
の
や
り
と
り
が
、
ボ
ケ
・
ツ
ッ
コ
ミ
の
掛
け
合
い
に
な
っ
て
お

り
、
要
所
要
所
に
笑
い
ど
こ
ろ
が
挿
入
さ
れ
る
。

　

江
戸
落
語
の
「
時
そ
ば
」
は
、
上
方
落
語
の
「
時
う
ど
ん
」
を
、
三
代

目
柳
家
小
さ
ん
が
移
植
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
東
京
の
寄
席
で
演
じ
ら

れ
る
に
あ
た
り
、
ボ
ケ
・
ツ
ッ
コ
ミ
の
掛
け
合
い
芸
は
省
か
れ
、
オ
チ
に

向
か
う
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
聞
か
せ
る
芸
に
改
め
ら
れ
た
。

　

昭
和
初
期
に
大
阪
で
生
ま
れ
た
し
ゃ
べ
く
り
漫
才
が
、
そ
の
後
関
西
の

寄
席
演
芸
の
中
心
を
占
め
て
い
く
の
に
対
し
、
東
京
の
寄
席
演
芸
は
現
在

に
至
る
ま
で
落
語
が
中
心
で
あ
る
。
漫
才
は
、
掛
け
合
い
の
会
話
を
好
む

大
阪
の
文
化
的
土
壌
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

先
行
話
芸
で
あ
る
落
語
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
十
二
月
二
日
）

研
究
発
表

　
「『
夜
の
鶴
』
最
終
章
段
を
め
ぐ
っ
て
」 

瀧
倉　

朋
世

　
（
本
号
掲
載
）

「 

熊
野
信
仰
圏
の
父
・
母
・
子
―
イ
ザ
ナ
ミ
・
五
衰
殿
女
御
譚
を
め
ぐ
っ

て
―
」 

小
川　

路
世

　

熊
野
（
紀
伊
半
島
南
部
）
と
は
、
海
、
山
、
川
そ
し
て
巨
石
と
い
っ
た

自
然
を
対
象
と
し
て
発
生
し
た
信
仰
圏
す
な
わ
ち
聖
地
で
あ
る
。現
在
は
、

熊
野
三
山
と
総
称
さ
れ
る
三
社
（
熊
野
本
宮
大
社
・
熊
野
速
玉
大
社
・
熊

野
那
智
大
社
）
を
拠
点
と
す
る
信
仰
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
も
そ
も
は
、
社
殿
を
持
た
な
い
信
仰
圏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。『
日
本
霊
異
記
』
ほ
か
、
山
林
修
行
者
た
ち
の
行
場
で
あ
っ
た
こ
と

を
伝
え
る
文
献
も
少
な
く
な
く
、
そ
の
信
仰
の
実
態
と
性
格
を
も
推
察
さ

せ
る
。
た
だ
し
熊
野
三
山
が
、
一
種
の
宗
教
的
連
合
体
を
形
成
し
て
い
た
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こ
と
を
文
献
に
辿
れ
ば
『
為
房
卿
記
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
安

時
代
後
期
以
降
、
た
び
た
び
に
行
わ
れ
た
熊
野
御
幸
は
熊
野
三
山
に
参
詣

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
熊

野
と
い
う
聖
地
は
、
為
政
者
た
ち
に
信
仰
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
各

地
に
「
熊
野
神
社
」
と
称
さ
れ
る
神
社
が
勧
請
さ
れ
た
ほ
か
、
民
衆
か
ら

も
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
。
室
町
時
代
に
は
「
蟻
の
熊
野
詣
」
と
表

現
さ
れ
た
よ
う
に
、
数
多
く
の
人
々
が
参
詣
に
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　

そ
し
て
、
熊
野
信
仰
を
唱
導
す
る
た
め
に
、
漢
文
体
で
表
記
さ
れ
た
縁

起
だ
け
で
な
く
、
仮
名
を
交
え
て
表
記
さ
れ
た
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
形
成
さ
れ

て
い
く
。
な
か
で
も
熊
野
本
宮
大
社
の
縁
起
を
語
る
『
熊
野
の
本
地
』
は

室
町
時
代
物
語
の
一
つ
と
し
て
現
在
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
奇

想
天
外
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
熊
野
の

本
地
』
に
語
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
熊
野
三
山
に
ほ
ど
近
い
「
花
の
窟

神
社
」
に
ま
つ
わ
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
共
通
す
る
プ
ロ
ッ
ト
を
指
摘
で
き
る

の
で
あ
る
。「
花
の
窟
神
社
」
は
、『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
に
記
さ
れ

る
イ
ザ
ナ
ミ
を
め
ぐ
る
神
話
世
界
の
舞
台
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

本
発
表
で
は
、『
熊
野
の
本
地
』
と
、
記
紀
に
記
さ
れ
る
イ
ザ
ナ
ミ
を

め
ぐ
る
諸
説
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
下
の
二
点
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

一
、『
熊
野
の
本
地
』
と
、
記
紀
に
記
さ
れ
る
イ
ザ
ナ
ミ
を
め
ぐ
る
諸
説

と
に
類
似
す
る
プ
ロ
ッ
ト
か
ら
、『
熊
野
の
本
地
』
が
熊
野
に
伝
承
さ
れ

て
い
た
モ
ノ
ガ
タ
リ
（
イ
ザ
ナ
ミ
を
め
ぐ
る
諸
説
）
を
参
照
さ
れ
つ
つ
、

神
仏
習
合
説
を
唱
導
す
る
べ
く
形
成
さ
れ
て
い
る
。

一
、『
熊
野
の
本
地
』
の
形
成
過
程
に
、
イ
ザ
ナ
ミ
を
め
ぐ
る
諸
説
が
参

照
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
熊
野
信
仰
圏
と
し
て
熊
野
川
に
よ
っ
て
隔
て

ら
れ
た
地
域
（「
花
の
窟
神
社
」
を
含
む
イ
ザ
ナ
ミ
を
伝
承
す
る
地
域
）

を
も
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、熊
野
三
山
に
限
ら
ず
、広
域
を
も
っ

て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

「 

遠
藤
周
作
「
砂
の
城
」
論
―
リ
ル
ケ
「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」
と
の

関
わ
り
を
中
心
に
―
」　 

板
野　
　

楓

　

こ
れ
ま
で
の
遠
藤
研
究
で
は
、
作
品
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
主
題
が

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
主
題
が
ほ
と
ん
ど
あ
ら
わ
れ
て
い
な

い
作
品
群
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
九
七
五
年
発
表
の「
砂
の
城
」

も
そ
う
し
た
作
品
群
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、「
砂

の
城
」
と
、
遠
藤
が
長
年
に
わ
た
っ
て
重
要
視
し
て
い
た
「
ド
ゥ
イ
ノ
の

悲
歌
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
、「
砂
の
城
」
が
遠
藤
研
究
に
お
い
て
看
過

で
き
な
い
作
品
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

　

遠
藤
は
一
九
四
七
年
発
表
の
処
女
評
論
「
神
々
と
神
と
」
で
、
自
身
が
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リ
ル
ケ
「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」
か
ら
見
出
し
た
こ
と
を
中
心
に
論
を
展
開

し
て
い
る
。
の
ち
に
、
遠
藤
が
こ
の
評
論
に
つ
い
て
「
私
の
小
説
で
も
中

心
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
も
の
の
最
初
の
石
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」
は
遠
藤
の
作
品
形
成
に
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」
と
つ
な
が
る
描
写

が
、「
砂
の
城
」
に
は
散
見
さ
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
ま
ず
、
両
作
品
に
描
か
れ
る
〈
樹
〉
が
ど
ち
ら
も
〈
追
憶

の
モ
チ
ー
フ
〉
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
作
品
間
の
つ
な
が
り

を
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
、「
砂
の
城
」の
登
場
人
物
で
あ
る
泰
子
と
ト
シ
の
人
物
像
に
も
、

「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」
に
描
か
れ
る
女
性
た
ち
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
泰
子
が
ト
シ
の
幸
福
に
圧
倒
さ
れ
る
構
図
と
、「
ド
ゥ
イ
ノ
の

悲
歌
」
に
描
か
れ
る
「
立
ち
の
ぼ
る
幸
福
を
思
っ
て
い
る
私
た
ち
」
が
「
落

ち
て
ゆ
く
幸
福
」
の
姿
に
感
動
を
覚
え
る
構
図
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
。

　
「
砂
の
城
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
、
ト
シ
や
西
が
求
め
た
よ
う
な

〈
も
ろ
く
崩
さ
れ
る
「
美
し
い
も
の
」
や
「
幸
福
」〉
と
い
う
意
味
が
内

包
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ト
シ
や
西
の
姿
に
は
、「
砂
の
城
」
成
立
時
の

一
九
七
〇
年
代
に
自
己
犠
牲
を
払
っ
て
ま
で
理
想
を
追
っ
た
若
者
た
ち
の

姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
罪
を
犯
し
堕
落
し
て
ま
で
懸
命
に
求
め

た
も
の
は
「
美
し
い
も
の
」
や
「
幸
福
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら

の
生
き
様
を
認
め
る
泰
子
の
姿
に
こ
そ
、
本
作
の
主
題
が
あ
る
と
主
張
し

た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、「
砂
の
城
」は
、「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」に
描
か
れ
る「
落

ち
て
ゆ
く
幸
福
」
を
、
七
〇
年
代
の
若
者
た
ち
が
追
い
求
め
た
〈
も
ろ
く

崩
さ
れ
る
「
美
し
い
も
の
」
や
「
幸
福
」〉
の
姿
へ
と
発
展
さ
せ
た
作
品

で
あ
る
こ
と
を
考
察
し
た
。

　
「「
い
ち
や
づ
け
」
の
語
史
」 

山
口　

龍
輝

　

昨
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
や
テ
レ
ビ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
普
及
に

よ
っ
て
、
そ
の
時
々
に
起
こ
っ
た
新
し
い
事
象
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
か

つ
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
に

お
い
て
、
新
し
い
語
や
既
存
す
る
語
に
新
た
な
語
義
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
を
媒
体
に
し
て
新
し
い
語
や
語
義
を
生

み
出
す
現
象
は
、
現
代
以
前
に
も
テ
レ
ビ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
な
い
他
の
メ

デ
ィ
ア
を
介
し
て
も
起
こ
っ
て
い
た
。

　

本
発
表
は
、
時
代
ご
と
で
そ
の
時
々
に
起
こ
っ
た
事
象
を
一
般
大
衆
に

広
め
る
媒
体
と
し
て
〝
今
を
取
り
上
げ
る
メ
デ
ィ
ア
〟
と
い
う
も
の
が
存

在
し
、
そ
れ
ら
は
各
時
代
に
お
い
て
新
た
な
語
や
語
義
を
発
生
さ
せ
る
場

と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
か
を
探
る
と
と
も
に
、
各
時
代
に
起
こ
っ
た
社

会
的
事
象
が
新
語
の
発
生
や
語
義
の
変
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
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の
か
と
い
う
「
語
と
社
会
の
密
接
性
」
に
つ
い
て
、
語
の
変
遷
か
ら
考
察

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
発
表
で
は
、調
査
方
法
と
し
て〝
今

を
取
り
上
げ
る
メ
デ
ィ
ア
〟
と
し
て
近
世
期
か
ら
始
ま
る
歌
舞
伎
文
化
に

焦
点
を
当
て
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
た
語
「
い
ち
や
づ
け
」
を
例
に
近

世
期
に
お
け
る
歌
舞
伎
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
明
治

期
以
降
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
新
聞
記
事
や
雑
誌
に
中
心
に
そ
の
語
の
用

い
ら
れ
方
や
近
世
期
以
前
と
の
メ
デ
ィ
ア
媒
体
の
変
化
に
つ
い
て
触
れ
、

辞
書
・
辞
典
に
お
け
る
「
い
ち
や
づ
け
」
の
記
載
と
と
も
に
、
当
時
の
大

衆
文
化
や
語
の
表
記
や
意
味
・
用
法
の
由
来
の
ゆ
れ
に
関
し
て
確
認
し
、

社
会
の
流
れ
が
新
用
法
の
発
生
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
を
考

察
し
た
。
近
現
代
期
で
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
し
て
取
り
上

げ
、
日
本
社
会
の
意
識
の
変
化
と
連
動
し
て
、
語
の
イ
メ
ー
ジ
や
用
法
を

変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
注
目
し
た
考
察
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
発
表

は
新
語
の
発
生
や
語
義
変
化
な
ど
の
語
学
的
な
観
点
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
文
化
的
側
面
か
ら
み
た
日
本
社
会
の
在
り
方
に
も
触
れ
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

講　
　

演

　
「
伊
勢
物
語
と
平
安
貴
族
の
生
活
―
束
縛
・
情
熱
・
憂
愁
―
」

 

山
本　

登
朗

　

伊
勢
物
語
の
主
人
公
は
色
好
み
と
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
勢
物
語
で
「
色

好
み
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
り
、
そ
ん
な
「
色

好
み
」
の
女
性
に
、
主
人
公
は
い
つ
も
振
り
回
さ
れ
て
い
る
。

　

伊
勢
物
語
に
は
、
他
の
物
語
に
は
見
ら
れ
な
い
「
宮
仕
へ
」
と
い
う
語

が
頻
出
す
る
。
お
そ
ら
く
は
『
遊
仙
窟
』
な
ど
の
唐
代
伝
奇
小
説
の
影
響

を
受
け
、
伊
勢
物
語
の
主
人
公
は
、
多
く
「
宮
仕
へ
」
を
す
る
官
人
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
々
の
「
宮
仕
へ
」
は
、
恋
愛
や
親
孝
行

な
ど
の
私
生
活
に
と
っ
て
大
き
な
制
約
で
あ
る
。
ま
た
、「
宮
仕
へ
」
は

権
力
争
い
、
出
世
競
争
の
場
で
も
あ
り
、
不
本
意
な
こ
と
も
多
く
起
こ
る
。

伊
勢
物
語
の
多
く
の
段
で
、
主
人
公
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
不
本
意
や
不
自

由
な
束
縛
を
を
一
人
で
嘆
い
た
り
、
友
と
嘆
き
あ
っ
た
り
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

伊
勢
物
語
は
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
「
東
下
り
」
の
よ
う
に
、
束
縛
や
不

本
意
に
堪
え
き
れ
ず
脱
出
を
試
み
る
主
人
公
の
情
熱
を
描
い
て
い
る
。
後

に
「
二
条
の
后
」
と
な
る
高
貴
な
家
の
娘
と
の
情
熱
的
な
恋
、
さ
ら
に
は

禁
断
の
女
性
で
あ
る
斎
宮
と
の
恋
な
ど
も
、
世
俗
の
「
宮
仕
へ
」
体
制
の

束
縛
か
ら
の
意
図
的
な
逸
脱
の
試
み
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
情
熱
的
反
逆
と
は
違
っ
た
、
憂
愁
を
慰
め
る
た
め
の
主
人

公
た
ち
の
小
旅
行
も
、
伊
勢
物
語
に
は
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
行
き

先
は
い
つ
も
、
難
波
か
ら
摂
津
に
か
け
て
の
大
阪
湾
沿
岸
の
海
辺
で
あ
っ
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た
。
白
砂
青
松
の
景
色
が
続
い
て
い
た
大
阪
の
海
辺
は
、伊
勢
物
語
で
は
、

主
人
公
た
ち
平
安
貴
族
が
憂
愁
を
慰
め
る
リ
ゾ
ー
ト
の
地
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

平
安
時
代
末
期
、
武
将
で
も
あ
っ
た
歌
人
源み

な
も
と
の
よ
り
ま
さ

頼
政
は
、
台
頭
す
る
平

家
に
対
す
る
不
満
を
胸
に
、
し
ば
し
ば
難
波
に
で
か
け
、
自
分
を
伊
勢
物

語
の
主
人
公
に
見
立
て
た
歌
を
友
と
や
り
と
り
し
て
い
る
。
頼
政
だ
け
で

な
く
、
百
人
一
首
歌
人
の
殷い
ん

富ぷ
も
ん
い
ん
の

門
院
大た
い
ふ輔

な
ど
も
、
し
ば
し
ば
伊
勢
物
語

を
ま
ね
て
難
波
に
出
か
け
、
友
と
憂
愁
の
歌
を
詠
み
あ
っ
て
い
る
。
胸
の

思
い
に
堪
え
か
ね
た
頼
政
は
、
後
に
平
氏
追
討
の
戦
を
起
こ
し
、
戦
い
に

敗
れ
て
宇
治
で
自
決
す
る
が
、
伊
勢
物
語
は
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
自

身
の
憂
愁
を
託
し
て
読
み
、
共
感
を
込
め
て
追
体
験
す
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
物
語
で
あ
っ
た
。

　

伊
勢
物
語
の
読
ま
れ
方
に
大
き
な
変
化
が
お
こ
り
、
主
人
公
が
好
色
の

権
化
と
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
。

四
、
平
成
二
十
九
年
度 

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目

◇
平
成
二
十
九
年
度 

国
語
国
文
学
専
修
　
卒
業
論
文

〈
国
文
学
〉

湯
浅　

朋
美 

御
伽
草
子
『
一
寸
法
師
』
を
読
み
解
く

青
野　

真
衣 

「
白
峯
」「
仏
法
僧
」
か
ら
み
る
上
田
秋
成
の
趣
向

赤
阪　

共
世 

韓
国
ド
ラ
マ
の
中
の
日
本

 

―
韓
国
歴
史
ド
ラ
マ
の
文
化
優
位
性
を
通
し
て
―

阿
部　

彩
乃 

坊
門
局
と
俊
成
の
筆
跡
の
類
似
性

 

―
『
三
十
六
人
集
』
と
了
佐
切
『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
探
る
―

石
本　

萌
梧 

鬼
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
近
世
子
ど
も
絵
本
に
お
け
る
鬼
の

受
容

井
上　

彩
恵 

安
部
公
房
『
他
人
の
顔
』
論

 

―
顔
の
不
完
全
性
に
つ
い
て
―

井
上　

由
菜 

赤
穂
事
件

 

―
時
代
を
越
え
て
人
気
を
得
た
理
由
―

今
西　

朱
音 

『
雨
月
物
語
』
と
『
英
草
紙
』
の
比
較

井
本　

真
穂 

江
戸
川
乱
歩
パ
ノ
ラ
マ
『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
』
論

 

―
乱
歩
の
描
い
た
パ
ノ
ラ
マ
島
の
正
体
―
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岩
崎　

史
佳 

木
曽
義
仲
の
信
濃
出
身
家
臣
団
の
形
成
と
義
仲
家
臣
の
掠

奪
行
為

 

―
『
平
家
物
語
』
に
書
か
れ
て
い
な
い
今
井
兼
平
伝
承
と
共
に
―

上
垣　

達
也 
唐
物
か
ら
み
る
源
氏
物
語

上
芝　

起
也 

『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
の
笑
い
に
つ
い
て

上
田　

鈴
奈 

「
待
つ
女
」
と
「
嫉
妬
す
る
女
」

 

―
一
夫
一
妻
多
妾
の
時
代
を
生
き
た
女
性
た
ち
―

梅
谷　

翔
也 

「
徒
然
草
序
段
」
の
解
釈
に
つ
い
て

遠
藤　
　

曹 

安
部
公
房
『
砂
の
女
』
論

 

―
仁
木
に
と
っ
て
の≪

希
望≫
を
中
心
に
―

大
野　

和
輝 

江
戸
の
通
の
扱
い
の
変
化

 

―
洒
落
本
を
通
し
て
考
察
す
る
―

大
元　

恒
二 

百
人
一
首
の
定
家
的
性
格

 

―
藤
原
公
任
と
比
較
し
て
―

岡
脇　
　

愛 

百
物
語
か
ら
み
る
恐
怖

 

―
生
き
物
の
怪
を
中
心
に
―

奥
苑　

涼
花 

伊
坂
孝
太
郎
『
オ
ー
デ
ュ
ボ
ン
の
祈
り
』
論

 

―
作
品
に
込
め
ら
れ
た
３
つ
の
祈
り
―

小
野
木
京
志 

『
古
今
和
歌
集
』
の
構
造
論

 

―
春
の
部
を
中
心
に
―

海
藏
つ
ぐ
み 

『
吾
妻
鏡
』・『
玉
葉
』
に
お
け
る
建
久
年
間
欠
落
の
理
由

梶
ヶ
山　

鼓 

川
端
康
成
「
抒
情
歌
」
論

 

―
龍
枝
が
語
る
「
お
と
ぎ
ば
な
し
」
を
中
心
に
―

加
藤
安
梨
沙 

『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
に
お
け
る
『
長
恨
歌
』
引
用
に
つ

い
て

加
藤　

史
華 

弁
の
君

 

―
「
源
氏
物
語
」
の
老
女
房
―

金
田　

章
吾 

近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
お
け
る
恋
愛
死

金
原　
　

結 

『
競
伊
勢
物
語
』

 

―
玉
水
ヶ
淵
の
湯
、
春
日
野
小
芳
の
場
を
中
心
に
―

我
那
覇　

透 

谷
崎
潤
一
郎
『
天
鵞
絨
の
夢
』
論

菊
谷　

真
世 

安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
論

 

―
周
囲
の
人
物
に
よ
り
変
化
す
る
「
ぼ
く
」
の
考
察
―

清
松　

栞
理 

と
り
か
へ
ば
や
物
語
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
コ
ー
ド
に
つ
い

て
考
え
る

幸
田　

英
明 

「
み
づ
う
み
」
論

 

―
銀
平
の
も
う
一
つ
の
自
己
と
の
対
峙
―

古
賀　

玲
菜 

江
戸
川
乱
歩
「
孤
島
の
鬼
」
論

 

―
登
場
人
物
に
身
る
乱
歩
の
姿
―

小
森　

規
子 

「
桃
太
郎
＝
豊
臣
秀
吉
説
の
検
討
と
桃
太
郎
の
疑
問
」

櫻
井　

瑛
佑 

坂
口
安
吾
「
夜
長
姫
と
耳
男
」
論

 

―
ヒ
メ
の
死
を
め
ぐ
っ
て
―
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佐
藤　

芽
生 

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
お
け
る
「
名
詮
自
性
」

佐
野
は
づ
き 

『
源
氏
物
語
』
の
葵
の
上

重
乃　

香
穂 
村
上
春
樹
『
Ｉ
Ｑ
８
４
』
論

 
―
作
者
は
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
―

芝　

祐
里
香 

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
宿
世
」

渋
谷　

菜
摘 

枕
の
種
類
・
歴
史
と
俳
諧

白
﨑　

佳
輝 

江
戸
川
乱
歩
『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
』
論

 

―
「
機
械
」
と
「
肉
体
」
か
ら
視
る
パ
ノ
ラ
マ
島
―

杉
野　

文
香 

町
田
康
『
告
白
』
論

 

―
羊
歯
と
森
の
小
鬼
を
め
ぐ
っ
て

杉
山　

悠
里 

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
藤
典
侍
の
存
在
理
由

助
成　

善
甫 

川
端
康
成
『
山
の
音
』
論

 

―
夫
婦
の
沼
と
家
族
の
沼
―

髙
尾　

佳
歩 

伊
賀
忍
者
の
実
像
に
つ
い
て

高
橋　

真
苗 

江
戸
時
代
の
蕎
麦
・
う
ど
ん

 

―
料
理
書
・『
蕎
麦
全
書
』・『
化
物
大
江
山
』
か
ら
考
察
す
る
―

瀧
下
真
莉
耶 

妖
狐
譚
の
形
成
過
程

竹
森　

大
輝 

中
村
文
則
『
掏
摸
』
論

 

―
二
人
の
悪
の
在
り
方
―

田
島　

里
紗 

読
者
の
求
め
た
赤
穂
事
件

 

―
『
内
侍
所
』
と
『
赤
穂
精
義
三
考
』
の
比
較
か
ら
考
察
す
る
―

立
本　

純
奈 

「
天
正
十
年
安
土
御
献
立
」
事
件
論

 

―
中
世
の
食
文
化
を
通
し
て
考
察
す
る
―

田
中　

光
香 

女
子
教
育
に
お
け
る
紫
式
部
の
役
割

佃　
　

優
希 

和
歌
・
俳
諧
に
お
け
る
朝
顔
・
昼
顔
・
夕
顔
の
比
較

鞆　

咲
椰
香 

『
枕
草
子
』
作
品
論

 

―
登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
に
つ
い
て
―

苗
村
真
唯
子 

は
や
み
ね
か
お
る
『
都
会
の
ト
ム
＆
ソ
ー
ヤ
』
論

 

―
Ｒ
・
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
お
け
る
「
夢
」
―

中
島　

千
珠 

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
女
性
の
出
家
に
つ
い
て

 

―
紫
の
上
は
な
ぜ
出
家
を
願
っ
た
の
か
―

中
西　

千
裕 

細
川
ガ
ラ
シ
ャ
論

中
村　

未
貴 

「
火
車
」
の
変
化
と
そ
の
役
割

 

―
地
獄
絵
の
変
遷
と
と
も
に
―

難
波
里
佐
子 

三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集
』
論

 

―
幻
想
へ
の
引
力
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

橋
本　

大
輝 

三
島
由
紀
夫
『
命
売
り
ま
す
』
論

 

―
幻
影
が
映
す
冒
険
世
界
―

花
井　

梨
香 

三
島
由
紀
夫
『
獣
の
戯
れ
』
論

英　
　

由
乃 

日
本
人
と
お
米
の
関
係
性
に
つ
い
て

 

―
江
戸
時
代
の
料
理
書
を
通
じ
て
考
察
す
る
―

廣
瀬
し
ほ
み 

有
島
武
郎
「
星
座
」
論

 

―
視
点
人
物
の
成
長
と
ラ
ン
プ
の
役
割
に
つ
い
て
―
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福
田
翔
太
郎 

安
部
晴
明
に
つ
い
て

藤
井　

綾
香 

雨
月
物
語
の
研
究
「
浅
茅
が
宿
」・「
吉
備
津
の
釜
」・「
蛇

性
の
婬
」
を
通
し
て

藤
原　

奈
々 
近
代
文
学
に
お
け
る
女
学
生
言
葉
か
ら
見
る
「
女
学
生
」

の
輪
郭

古
家　

拓
海 

源
氏
物
語
草
子
地
研
究

 

―
草
子
地
攷
に
お
け
る
批
評
の
草
子
地
の
意
義
―

前
山　

日
和 

『
雪
国
』
に
見
る
川
端
康
成
の
女
性
像
に
つ
い
て

増
田　

愛
梨 

海
幸
山
幸
神
話
と
南
洋
説
話

松
尾　

香
月 

藤
原
定
家
の
字
母
選
択

 

―
今
に
残
る
定
家
自
筆
の
『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
み
る
―

松
田　
　

達 

江
戸
時
代
の
「
お
笑
い
」

 

―
軽
口
と
江
戸
小
咄
本
の
変
化
を
通
じ
て
―

松
山　

哲
士 

横
光
利
一
「
日
輪
」
論

 

―
卑
弥
呼
の
人
物
像
に
関
し
て
―

満
留　

菜
月 

紫
の
上
の
生
涯

 

―
女
三
の
宮
降
嫁
か
ら
晩
年
ま
で
―

三
登　

康
弘 

豊
臣
秀
吉
と
能

森　
　

愛
恵 

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
雨
夜
の
品
定
め
」

森
本　

利
樹 

坂
口
安
吾
「
柴
大
納
言
」
論

 

―
懊
脳
と
煩
悶
の
末
に
至
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
―

森
脇　

佳
奈 

「
源
氏
物
語
」
に
お
け
る
美
し
さ
を
形
容
す
る
こ
と
ば
に

つ
い
て

安
田　

航
平 

武
者
小
路
実
篤
『
友
情
』
論

 

―
真
の
勝
者
は
誰
か
―

矢
田
貝
隆
也 

織
田
作
之
助
「
雨
」
論

 

―
子
が
齎
す
救
い
―

山
城　

絢
音 

冬
の
月
と
「
幽
玄
」

 

―
日
本
で
生
ま
れ
た
美
意
識
―

山
原　

稚
穂 

宮
沢
賢
治
「
ひ
か
り
の
素
足
」
論

 

―
風
の
又
三
郎
は
死
神
か
―

山
本　

茄
生 

寺
山
修
司
『
田
園
に
死
す
』
論

 

―
回
帰
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
―

〈
国
語
学
〉

池
谷　

真
実 

「
し
ん
ど
い
」
の
意
味
拡
張

内
田　

春
子 

『
小
野
篁
歌
字
尽
』
か
ら
み
る
近
世
に
お
け
る
漢
字
字
体

意
識
の
変
化
に
つ
い
て

奥
山
明
日
香 

了
承
表
現
の
変
遷
と
場
面
に
よ
る
使
い
分
け

亀
岡　

聖
人 

関
西
方
言
の
語
彙
に
方
言
性
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
過
程
に

つ
い
て

川
田　
　

舞 

小
学
校
に
お
け
る
敬
語
表
現
の
習
得
過
程

 

―
大
阪
市
の
２
校
で
の
調
査
を
通
し
て
―
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酒
井　

志
穂 

フ
ィ
ラ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
な
ん
か
」
の
使
用
実
態

佐
々
木
悠
理 

「
エ
モ
い
」
の
意
味
の
変
遷

治
村
瑠
壱
子 
大
蔵
虎
明
本
に
お
け
る
サ
行
四
段
活
用
動
詞
イ
音
便
と
バ

行
・
マ
行
四
段
活
用
動
詞
ウ
音
便
の
使
用

田
野　
　

茜 

日
本
語
中
級
学
習
者
の
運
用
能
力
評
価
基
準
に
つ
い
て
の

新
た
な
テ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案

辻　
　

香
音 

同
世
代
語
と
し
て
の
若
者
言
葉
の
印
象
と
表
現
効
果

中
川　

悠
咲 

「
動
詞
現
在
形
＋
が
い
い
」
の
使
用
の
変
遷
に
つ
い
て

西
田
あ
お
い 

明
治
期
か
ら
の
語
彙
の
変
遷

牧　
　

直
昂 

落
語
に
お
け
る
八
五
郎
と
熊
五
郎
の
役
割
に
つ
い
て

松
井
美
奈
子 

関
西
方
言
の
接
続
助
詞
「
カ
テ
」
の
使
用
の
変
遷

 

―
「
テ
モ
」「
ト
テ
」「
タ
ッ
テ
」
の
比
較
か
ら
―

南　

晃
太
郎 

ウ
ル
ト
ラ
シ
リ
ー
ズ
の
役
割
語
の
変
遷
と
怪
獣
・
宇
宙
人

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
傾
向

八
坂　

尚
美 

禁
止
の
終
助
詞
「
―
そ
」

 

―
室
町
期
に
お
け
る
使
用
状
況
お
よ
び
近
世
上
方
の
連
用
形
禁
止
法

に
つ
い
て
―

山
本　

諒
介 

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ー
ド
・
ゲ
ー
ム
で
考
え
る
「
解
釈

に
違
い
が
生
ま
れ
に
く
い
文
章
」

　

◇
平
成
二
十
九
年
九
月
期
　
修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
語
学
〉

奇　
　

東
眩 

『
万
葉
集
』
に
於
け
る
「
所
」
字
の
訓
読
研
究

　
◇
平
成
三
十
年
三
月
期
　
修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

小
川　

路
世 

熊
野
に
お
け
る
女
人
教
化
に
関
す
る
研
究

流
石　

栄
里 

『
堤
中
納
言
物
語
』
に
お
け
る
童

 

―
そ
の
役
割
に
着
目
し
て
―

朱　

ク
ン
ジ 

平
安
和
歌
に
お
け
る
表
現

：

田
作
歌
の
表
現

 

―
曾
禰
好
忠
集
を
中
心
に
―

古
谷
友
香
里 

『
と
は
ず
が
た
り
』
研
究

 

―
そ
の
独
自
性
―

吉
永　

栄
子 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
登
場
す
る
稚
児

鷲
尾
亜
莉
沙 

廣
瀬
本
万
葉
集
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て

〈
国
語
学
〉

陳　
　

会
敏 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
語
の
研
究

藏
本　

真
由 

現
代
語
に
み
ら
れ
る
認
識
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
表
現

 
―
「
気
が
す
る
」「
感
じ
が
す
る
」
を
中
心
に
―
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大
久
保
北
斗 

「
べ
き
だ
」
の
派
生
文
法
形
式
の
意
味
記
述

山
口　

翔
平 

日
本
語
の
表
記
と
意
味

 
―
動
詞
「
さ
す
」
と
「
し
あ
い
（
試
合
）」
を
例
に
―

　
◇
平
成
二
十
九
年
九
月
期
　
博
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

平
田
恵
美
子 

広
津
柳
浪
「
深
刻
小
説
」
に
つ
い
て

 

―
『
変
目
伝
』、『
黒
蜥
蜴
』、『
亀
さ
ん
』、『
今
戸
心
中
』、『
河
内
屋
』、

『
浅
瀬
の
波
』、『
雨
』
に
お
け
る
江
戸
文
学
と
の
か
か
わ
り
―


